
核兵器に頼る国のリーダーへ：リアリズムと⾰新による平和への道 

私は全ての核保有国のリーダーに訴えたいことがあります。私はデータサイエンス
を専攻しており、AI と地政学といった領域を研究しています。研究を進めるにつれ
て、リアリズムな視点が強くなり、核兵器を完全に撤廃することの難しさを痛感して
います。特に、安全保障においては、武⼒の均衡を保つことが戦争を防ぐ有効な⼿段
であるという考え⽅が根強いことを理解しています。これは現在のウクライナ戦争や
イスラエルとガザの状況でも顕著です。戦⼒の不均衡が戦争を⻑引かせる要因となっ
ていることから、各国のリーダーが戦⼒を均衡させる必要があることは明⽩です。 

多くの国や議員が戦⼒を減らす取り組みを⾏っていますが、これらの試みは多くの
場合、受け⼊れられにくいです。戦⼒を減らすことが平和をもたらすのではなく、そ
の国に恐怖をもたらすと考えられているからです。このような状況下では、核兵器の
撤廃は遠い夢のように思えます。 

しかし、私はそれでも訴えたいのです。世界中の指導者は核兵器を使⽤したいとは
思っていないはずです。また、核兵器が使⽤された際に世界がどうなるかを理解して
いると思います。だからこそ、核兵器は抑⽌⼒としての側⾯が強調されています。た
だ、この状況こそがチャンスです。第⼆次世界⼤戦時のように、核兵器を使⽤してみ
たいという好奇⼼は今にはありません。世界は核兵器の恐ろしさを学んでいます。核
兵器を作ったオッペンハイマーは、その使⽤によって多くの⼈が死ぬことを望んでい
ませんでした。だから今こそがチャンスなのです。 

核保有国のリーダーたちは協⼒して核兵器の保有量を徐々に減らすべきです。減ら
したかどうかはその国の内部でしか確認できません。そのため、真⾯⽬に減らす国に
は恐怖が⽣まれるかもしれません。しかし、ここで⾰新的なアイデアを提案したいと
思います。 

まず、核兵器削減の透明性を確保するために、国際的な監視システムを強化するこ
とが必要です。最新の AI 技術とデータサイエンスを駆使し、各国の核兵器削減の進捗
をリアルタイムで追跡・監視するシステムを構築します。これにより、各国が誠実に
核兵器を減らしていることを国際社会に証明でき、信頼性を⾼めることができます。 

次に、核兵器の廃棄を促進するために、経済的インセンティブを導⼊します。核兵
器を廃棄するごとに、国際社会からの経済⽀援や技術⽀援を受けられる制度を設けま
す。これにより、核兵器を減らすことが国際的な利益につながると各国に理解させる
ことができます。 
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また、教育と啓発活動を通じて、核兵器の⾮⼈道性とその廃絶の必要性を広く伝え
る努⼒を強化することも重要です。各国のリーダーは、⾃国の教育システムを通じ
て、次世代に核兵器の脅威とその廃絶の重要性を教えるプログラムを導⼊するべきで
す。これにより、未来のリーダーたちが核兵器廃絶に向けて前向きに⾏動する基盤を
築くことができます。 

さらに、核兵器の代替としての防衛技術の開発と導⼊を促進します。⾮核兵器によ
る⾼度な防衛システムやサイバー防衛技術を開発し、これらを各国に提供すること
で、核兵器に依存しない安全保障の確⽴を⽬指します。これにより、各国が核兵器を
放棄しても安全を保てる環境を整えることができます。 

最後に、国際的な対話と協⼒の場を積極的に設け、核兵器廃絶に向けた共通のビジ
ョンを共有することが必要です。定期的な国際会議を開催し、核兵器保有国と⾮保有
国が⼀堂に会して意⾒交換を⾏い、共通の⽬標に向かって協⼒する場を提供します。
このような対話の場を通じて、各国のリーダーが相互理解を深め、協⼒して核兵器廃
絶に向けて⾏動することができます。 

核兵器に依存しない未来を築くためには、リーダーシップと勇気が必要です。私
は、核兵器保有国のリーダーたちに対して、今こそ⾏動を起こし、核兵器の削減と最
終的な廃絶に向けた具体的なステップを踏み出すよう訴えます。私たちの未来のため
に、そして次世代の平和のために、核兵器のない世界を実現するための努⼒を惜しま
ず続けていきましょう。 
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